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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第131期

第１四半期連結
累計期間

第132期
第１四半期連結
累計期間

第131期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
６月30日

自平成23年
４月１日
至平成23年
６月30日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（千円） 207,185 218,369 909,329

経常利益（千円） 9,470 18,444 71,124

四半期（当期）純利益（千円） 6,711 18,027 64,596

四半期包括利益又は包括利益（千円） 6,711 18,281 61,983

純資産額（千円） 3,035,2053,333,7923,321,229

総資産額（千円）　 3,308,4294,075,3984,079,463

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 0.09 0.25 0.91

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
－ － －

自己資本比率（％） 91.7 76.3 75.8

営業活動によるキャッシュ・フロー（千円） 24,242 31,130 153,046

投資活動によるキャッシュ・フロー（千円） 2,556 △2,483 △863

財務活動によるキャッシュ・フロー（千円） － △16,251 32,484

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） 727,742 898,005 885,609

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につきましては記

載しておりません。

　　　　２．第131期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　４．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　　　　　

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響や円高の継続などにより先行き不透明なま

ま推移しました。

　このような状況の下、不動産事業では、新宿区の駐車場並びに港区西麻布及び世田谷区代沢のテナントビルの安定し

た賃料収入を確保することができたものの、新たに販売用不動産を売却するには至りませんでした。以上の結果、売上

高は前年同四半期に比べ55.1％減少し57,153千円となり、営業利益は前年同四半期に比べ5.7％減少し43,676千円と

なりました。

　繊維事業では、刺繍レースの受注が伸び悩み、売上高は前年同四半期に比べ19.2％減少し11,256千円になりました。

一方、営業損失はコスト削減に努めた結果、前年同四半期に比べ損失額が2,874千円縮小し1,304千円となりました。

　化粧品事業では、ＯＥＭの受注が増加した結果、売上高は前年同四半期に比べ11.8％増加し73,894千円となり、営業

利益は595千円となりました（前年同四半期営業損失4,207千円）。

　ゴルフ場事業では、平成22年10月１日に伊豆スカイラインカントリー株式会社を連結子会社化し、同社が経営する伊

豆スカイラインカントリー倶楽部にて各種ゴルフコンペの企画を充実させ集客に努めた結果、当事業の売上高は

76,064千円、営業利益は2,212千円となりました。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は218,369千円（前年同四半期比5.4％増）、営業利益は5,907千円

（前年同四半期営業損失6,358千円）、経常利益は18,444千円（前年同四半期比94.8％増）、四半期純利益は18,027千

円（前年同四半期比168.6％増）となりました。

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、受取手形及び売掛金の減少などにより、前連結会計年度末と比較して

4,065千円減少し、4,075,398千円となりました。

　負債は、短期借入金の減少などにより、前連結会計年度末と比較して16,628千円減少し、741,606千円となりました。

　純資産は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末と比較して12,562千円増加し、3,333,792千円となりまし

た。

　

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ、

12,396千円増加し、当第１四半期連結会計期間末残高は898,005千円となりました。

　当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果獲得した資金は、31,130千円（前年同四半期は24,242千円の獲得）となりました。これは、主に売上

債権の減少や仕入債務の増加などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は、2,483千円（前年同四半期は2,556千円の獲得）となりました。これは、主に子会社

株式の取得などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は、16,251千円（前年同四半期は資金の増減なし）となりました。これは、借入金の返

済によるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題 

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動 

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

 ①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 280,000,000

計 280,000,000

 ②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成23年８月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 71,177,466 71,177,466
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら

限定のない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 71,177,466 71,177,466 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高(千株)

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 平成23年４月１日～

 平成23年６月30日　
－ 71,177 － 3,224,825 － －
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（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

　

（７）【議決権の状況】

       当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成23年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －　
普通株式 30,000

完全議決権株式（その他）
普通株式 

　　　　
71,106,000 71,106 －

単元未満株式 普通株式 41,466 － －

発行済株式総数 71,177,466 － －

総株主の議決権 － 71,106 －

 

②【自己株式等】

 平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

エコナックホール

ディングス株式会社

東京都中央区日本橋小

伝馬町16番８号
30,000 － 30,000 0.04

計 － 30,000 － 30,000 0.04

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年４月１日から平

成23年６月30日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、フロンティア監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 885,609 898,005

受取手形及び売掛金 100,914 93,023

商品及び製品 16,067 15,861

仕掛品 2,094 3,811

原材料及び貯蔵品 36,938 41,047

販売用不動産 299,624 300,877

短期貸付金 313,026 309,608

その他 13,905 13,683

貸倒引当金 △9,296 △9,434

流動資産合計 1,658,884 1,666,485

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 298,001 291,218

機械装置及び運搬具（純額） 32,701 30,917

工具、器具及び備品（純額） 10,618 9,525

コース勘定 362,224 362,224

土地 1,557,184 1,557,184

有形固定資産合計 2,260,730 2,251,071

無形固定資産

のれん 21,064 19,894

借地権 129,024 129,024

電話加入権 2,086 2,086

ソフトウエア 102 617

無形固定資産合計 152,277 151,623

投資その他の資産

投資有価証券 600 600

その他 14,113 14,358

貸倒引当金 △7,141 △8,740

投資その他の資産合計 7,571 6,217

固定資産合計 2,420,579 2,408,912

資産合計 4,079,463 4,075,398
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 22,035 23,647

短期借入金 35,000 20,000

1年内返済予定の長期借入金 5,004 5,004

未払法人税等 10,374 3,104

未払金 19,180 19,827

その他 48,814 59,132

流動負債合計 140,408 130,715

固定負債

長期借入金 39,992 38,741

資産除去債務 2,665 2,680

再評価に係る繰延税金負債 53,545 53,545

長期預り金 488,628 482,928

その他 32,993 32,993

固定負債合計 617,825 610,890

負債合計 758,234 741,606

純資産の部

株主資本

資本金 3,224,825 3,224,825

利益剰余金 △208,392 △190,365

自己株式 △2,022 △2,022

株主資本合計 3,014,411 3,032,438

その他の包括利益累計額

土地再評価差額金 78,665 78,665

その他の包括利益累計額合計 78,665 78,665

少数株主持分 228,152 222,688

純資産合計 3,321,229 3,333,792

負債純資産合計 4,079,463 4,075,398
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

売上高 207,185 218,369

売上原価 136,478 131,907

売上総利益 70,707 86,461

販売費及び一般管理費 77,066 80,553

営業利益又は営業損失（△） △6,358 5,907

営業外収益

受取利息 14,268 11,657

受取配当金 10 12

その他 2,654 2,642

営業外収益合計 16,933 14,311

営業外費用

支払利息 － 293

有償見本費用 589 600

減価償却費 424 666

その他 89 214

営業外費用合計 1,104 1,774

経常利益 9,470 18,444

特別利益

貸倒引当金戻入額 152 －

負ののれん発生益 － 1,218

特別利益合計 152 1,218

特別損失

前期損益修正損 831 －

固定資産除却損 － 63

投資有価証券評価損 1,297 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 186 －

特別損失合計 2,315 63

税金等調整前四半期純利益 7,308 19,600

法人税、住民税及び事業税 596 1,319

法人税等合計 596 1,319

少数株主損益調整前四半期純利益 6,711 18,281

少数株主利益 － 253

四半期純利益 6,711 18,027
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,711 18,281

その他の包括利益

その他の包括利益合計 － －

四半期包括利益 6,711 18,281

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,711 18,027

少数株主に係る四半期包括利益 － 253
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,308 19,600

減価償却費 7,426 10,481

のれん償却額 － 1,170

貸倒引当金の増減額（△は減少） △152 1,737

受取利息及び受取配当金 △14,278 △11,669

長期前払費用償却額 1,180 1,239

有形固定資産除却損 － 63

投資有価証券評価損益（△は益） 1,297 －

負ののれん発生益 － △1,218

売上債権の増減額（△は増加） 45,825 7,891

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,893 △6,874

仕入債務の増減額（△は減少） △26,896 1,612

未払消費税等の増減額（△は減少） △6,234 892

長期預り金の増減額（△は減少） 480 △5,700

その他の資産の増減額（△は増加） △690 △1,260

その他の負債の増減額（△は減少） △421 7,235

小計 10,949 25,200

利息及び配当金の受取額 13,763 11,667

法人税等の支払額 △470 △5,736

営業活動によるキャッシュ・フロー 24,242 31,130

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 － △851

無形固定資産の取得による支出 － △550

差入保証金の差入による支出 △300 －

子会社株式の取得による支出 － △4,500

貸付けによる支出 △32,485 －

貸付金の回収による収入 35,371 3,417

出資金の払込による支出 △30 －

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,556 △2,483

財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の返済による支出 － △16,251

財務活動によるキャッシュ・フロー － △16,251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 26,799 12,396

現金及び現金同等物の期首残高 700,942 885,609

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 727,742

※
 898,005
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【追加情報】

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。　

　

　

【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 727,742

　現金及び現金同等物 727,742

 

（平成23年６月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 898,005

　現金及び現金同等物 898,005
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

　

不動産

（千円）　

繊維

（千円）　

化粧品

（千円）　

ゴルフ場

（千円）　

合計

（千円）　

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 　127,157 　13,927 66,101　 　－ 　207,185

セグメント間の内部売上高

又は振替高
　－ 　－ 　－ 　－ 　－

計 　127,157 　13,927 　66,101 　－ 　207,185

セグメント利益又は損失（△） 　46,337 　△4,178 　△4,207 　－ 　37,951

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）　

利益 金額（千円）

報告セグメント計 　37,951

全社費用（注） 　△44,309

四半期連結損益計算書の営業損失（△） 　△6,358

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　

　

不動産

（千円）　

繊維

（千円）　

化粧品

（千円）　

ゴルフ場　

（千円）　

合計

（千円）　

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 　57,153 　11,256 73,894　 76,064 　218,369

セグメント間の内部売上高

又は振替高
　－ 　－ 　36 － 　36

計 　57,153 　11,256 　73,930 76,064 　218,405

セグメント利益又は損失（△） 　43,676 　△1,304 　595 2,212 　45,180

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）　

利益 金額（千円）

報告セグメント計 　45,180

のれんの償却額　 △1,170

全社費用（注） 　△38,102

四半期連結損益計算書の営業利益 　5,907

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

　当社は、平成22年10月１日に伊豆スカイラインカントリー株式会社を子会社化し、ゴルフ場事業に進出いたしま

した。そのため、前第１四半期連結累計期間では、「不動産」、「繊維」及び「化粧品」の３つを報告セグメント

としておりましたが、当第１四半期連結累計期間では上記に「ゴルフ場」を加えた４つを報告セグメントとして

おります。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　該当事項はありません。　
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 9銭 25銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 6,711 18,027

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 6,711 18,027

普通株式の期中平均株式数（株） 71,147,171 71,146,784

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年８月10日

エコナックホールディングス株式会社

取締役会　御中

フロンティア監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 遠　田　　晴　夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 本　郷　　大　輔　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエコナックホール

ディングス株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年

４月１日から平成23年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年６月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財務

諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成

し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エコナックホールディングス株式会社及び連結子会社の平成23年６月30

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提

出会社が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲には、ＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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